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【結果 ･ 考察】 シ グ マ 受容体の 選択的ア ゴ ニ ス

ト ( ＋) ペ ン タ ゾシ ン は, 後根の 電気刺激で誘起

される興奮性シナプス 後電流を抑制する傾向が認

められ た . シ グ マ 受容体アゴ ニ ス トは痛覚伝達に

対 し抑制的に働く可能性が ある.

7 　 N 2 O の 脊 髄 後 角 に お け る 作 用 （ i n  v i v o

p a t c h  c l a m p 法 に よ る 解 析 ） ― p a r t  2 ―
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【目的】 N 2 0 の脊髄後角で の作用 , 主 に ノ ル ア

ドレ ナ リ ン ( N A) 下行性抑制系 へ の 影響を中心

に検討した .

【方法】 w i st a r 系雄性成熟ラ ッ トをウ レ タ ン麻

酔下 に人工 呼吸管理 と し, 脊髄後角第2 層細胞 よ

り p at c b cl a m p 記録を行 っ た .

【結果】7 0 % N 2 0 吸入で刺激誘発興奮性シナプ

ス 後電 流 は 有 意 に 抑制 さ れ た . N A は 脊髄 で

G A B A 放出を増強 し, 細胞を過分極させる こ とが

知られて い る が, N 2 0 で は生 じなか っ た . N 2 0 は

N M D A c u r r e n t を抑制 した .

【結語】 N 2 0 は脊髄後角細胞 の 刺激応答を抑制

するが , その機序の
一

つ と して N M D A c u r r e n t の

抑制が示唆され た .

8 　 亜 酸 化 窒 素 の 脊 髄 第 二 層 に お け る 作 用
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亜酸化窒素の 鎮痛性作用 は い く つ か の n e u r o -

t r a n s m i仕e r に より仲介され ると考えられ る . 本研

究で は亜酸化窒素の脊髄 レ ベ ル で の 作用を検討し

た .

雄性ラ ッ トの脊髄第2 層の 神経細胞よりホ
ー

ル

セ ル バ ッ チ ク ラ ン プ法を用い て , 自発性興奮性と

抑制性 シナ プス 後電流を記録 した .
N M D A 電流

に おける影響は
- 40 m V と ＋ 40 m V の 2 つ の H P

で検討した .

自発性興奮性シ ナプス 後電流における振幅 ･ 頻

度 ･ d e c a y の 亜酸化窒素の 作用 は
一

定 で な か っ

た . 振幅と頻度 は減少 したり, 増加 したり, 無変

化 したり した . 平均振幅は減少 したが , 有意で は

か 1 . D e c a y は無変化. 総括 して E P S C で変化を

見 られ ない . sIP S C も笑気で変化が なか っ た .

N M D A 投与に より カ レ ン トが発生 した . 亜酸

化窒素に より N M D A カ レ ン トが抑制 し, 振幅と

面積減少した . w a sb o u t 後に もとに戻 っ た .

進行中の研究で , は っ きり した結論は出ない状

態 だが, 亜酸化窒素の作用 はい ろ い ろの 神経薬理

学的な p ath w a y で仲介されて い ると思 われ る. 本

研究の 結果と して はラ ッ ト脊髄後角で亜酸化窒素

に よ っ て 内因性シナプス伝達が 当たらず, N M D A

カ レ ン トが抑制された こ とで ある .
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Al th o u gh th e p r o p e rti e s of k et a m i n e m a y s e e m

t o b e w ell c h a r a c t e ri z e d , 也 e r e a r e m a n y di s c r e p -

a n ci e s a n d c o n 且i cti n g r e s u lt s i n th e lit e r a t u r e

r e g a r di n g it s a n al g e si c e ff e ct . S o m e of th e s e
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a d u lt m al e C 5 7 B L/ 6 ( w ild - t y p e) a n d N M D A
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